
女性管理職異業種交流会 【滋賀県】

県内の女性管理職割合は全国的にも低い状況にあり、業種に
よって大きな差がある。また、コロナ禍で、在宅ワークなどの普及
により、家庭や仕事の不安や悩みを相談する機会が減っている。
このことから、女性管理職にとっては社内に同じ立場の女性が

少なく、管理職候補の女性にとってはロールモデルとなる女性を
見つける機会が少なく、管理職としてのスキルと意欲の向上の機
会が減少している。
こういった状況が女性のキャリアアップへの意欲を欠く要因の一

つとなっていると考えられる。
○管理職・役員に占める女性の割合 14.7％（全国39位）
【平成27年国勢調査】

地域の実情と課題

○仕事と生活の調和・女性活躍推進会議しが
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連携団体

○県内の企業では、依然として女性管理職の少ない会社が多く、
社内でロールモデルや悩みを相談できる相手を見つけることが難
しい状況が続いているため、今後も会社や業種を超えた交流の機
会を設け、女性のキャリアアップに対する不安の払しょくや意欲向
上を支援していく必要がある。

今後の課題

○目標としていた参加者40名に対し、42名の参加があり、多くの方
が関わり合うことができた。
○交流会後のアンケートでは参加目的を達成できたと回答した方
の割合が96.8％であり、会社や業種を超えて女性同士が悩みを共
有し合い、キャリアアップを目指すきっかけを与えることができた。
○参集のみでの実施としたが、事後アンケートではオンラインより
参集形式の方が、より深いつながりができるという意見もあり、対
面のみでの交流会の開催に肯定的な意見が多かった。

事業の効果

事業目標： 参加者数 40人 （実績 42人）

○会社や業種を超えた女性管理職、管理職候補者のネットワーク
づくり
○仕事や家庭の悩みの相談相手やロールモデルを見つけること
で、継続就労やキャリアアップへの負担を軽減し、意欲向上につな
げる

目的・目標

○リーダーとしての役割や心構え、必要なスキルなどを身に着ける
セミナーと、会社や業種を超えた女性管理職の交流会を開催。
○管理職または管理職候補の女性が異業種だけでなく同業種の
先輩女性や同じ悩みを抱える女性とつながり、多様なネットワーク
を構築できるよう、同業種での交流を実施

事業の特徴

総事業費 24 千円

交付金額 24 千円

事業番号 2-2



事業の概要

令和4年度 滋賀の女性を元気にする交流会
事例発表：三井住友信託銀行株式会社 大津支店 次長 白尾佳代氏

アインズ株式会社 人事課長 寺田敦子氏
ファシリテーター：たねやグループ執行役員 経営本部 本部長 小玉恵氏

対 象：県内企業や県内自治体に勤める管理職、管理職候補などの女性
開催日時：令和5年1月13日（金） 14:00～16:30
場 所：滋賀県庁 新館7階大会議室
開催方法：参集形式
参加者数：42名

▲交流会の様子

プログラム

第一部 事例発表
・県内企業の女性管理職 2名
・質疑応答

第二部 意見交換会
～管理職としての悩みや課題～
・異業種グループでの交流
・同業種グループでの交流
・個人ワーク、発表

県内女性管理職のロールモデルとして、県内企業の女性管理職2
名に各社の取組と自身が管理職に挑戦してきたこれまでの経験に
ついてお話しいただいた。

また、後半の交流会では参加者自身の悩みや課題について話し
合い、時には互いにアドバイスをし合う様子が見られ、参加者間で
の交流を図ることができた。
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